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 増田勝氏は、都市計画コンサルタントとして、長年、自治体の都市計画策定業務や再開発事業等の実

務をされてこられています。傍らで、大学でも教鞭をとり、また公共的な活動として、NPO まちづく

り協会において、商店街活性化や地域づくりにも貢献されてきています。そうした豊富なご経験から、

地域社会のビジョンを語っていただきました。 
 地域社会の現場は多様で、一括りにするのは困難なのですが、その共通項を見定めながら、地域社会

を構成するキーワードを抽出され、把握を試みています。地域社会は、くらしの共同体であるがゆえ

に、関わり合うこと、お互いを認め合うこと、そして、支え合うことが重要であると指摘されていま

す。その上で、地域社会でお互いを育てあうことが、地域社会を豊かにしていくものであるとしていま

す。地域社会に対して、人口減少や成熟化によって、さらに関わり、「育てる」ことが大切となってき

ていると指摘されています。行政学者の故大森彌先生は、コミュニティを「共に重荷を担い合う諸活

動」と定義されました。地域社会すなわちコミュニティは、共に重荷を背負うということは、地域に関

わり、育てることでもあると理解できます。 
 これからの地域社会には、そうした関わり合うことで生まれる「コモン」をベースに、三領域循環

（生活の基盤づくり、経済の循環づくり、社会関係づくり）を意識した地域社会づくりが必要であると

指摘されています。 
 
ここでは、「コモン」には、いわゆるコモンズも含意されています。 
農村のコモン（コモンズ）と都市のコモン（コモンズ）に違いはあるのでしょうか。また三領域循環

も同様に捉えることが可能なのでしょうか。 
都市のコモン（コモンズ）と公共空間との違いはどう理解すればよいでしょうか。また生み出された

コモンを地域マネジメントしていくためには、何らかの可能となる前提、条件はあるのでしょうか。 
 また論考では、コミュニティという用語は使っていませんが、地域社会とコミュニティは同義と考え

ておられますでしょうか。 


